
 

 

 

 

 

 

 

魚見公園整備計画（素案） 
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１．目的 

新たな観光要素（見どころ）を追加し、マリンテラスあしや、芦屋釜の里など隣接する施設とも連

動し、観光入込客（来園者）の増加を図り、観光スポットとしての機能拡充を踏まえ整備検討を行

う。 

 

２．魚見公園の概要 

魚見公園は、国民宿舎の開館と同時に昭和 39 年に開園、展望台と梅林広場が昭和 53 年 2 月に完

成し、昭和 55年 12 月にフィールドアスレチックが完成した。 

魚見公園は、遠賀川河口に位置し、響灘や玄海灘、宗像の山々が一望できる見晴らしのすばらし

い公園である。春には桜やツツジ、秋にはモミジやカエデの紅葉などを楽しむこともできる。また、

公園内には散策道があり、身近に自然と触れ合うことができる。 

 

 

 

 

  

所在地：芦屋町山鹿 1588 

面積：約 10 ㏊ 

公園種別：観光公園 

位置図 

芦屋町役場

魚見公園 
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３．魚見公園全体図及び整備区域 

公園区域のうち、マリンテラスあしやから芦屋釜の里までの園路及び展望台の整備について検討

する。 

（マリンテラスあしや、第 1 展望所、第 2 展望所、第 3 展望所、林間広場、芦屋釜の里） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

国民宿舎 

マリンテラスあしや 

芦屋釜の里 

公園区域 

整備区域 

もみじ谷 

第１展望所 

第２展望所 

第 3 展望所 

林間広場 

七田池 

梅林公園 
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４．現地の状況 

（1）入口～第 1展望所 

 

マリンテラスのテラス部（左）と第１展望所への階段とスロープ（右） 

 

 

第１展望所～マリンテラス間の階段とスロープ/幅員約 2m 

 
 

芝生地の中に大岩が点在する、広がりのある明るい雰囲気の第１展望所/標高     40m 
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岩の割れ目から芽吹いたと思われるナンキンハゼ/紅葉樹 

 

第１展望所から第２に向かう園路は、雨水によって舗装材が流出している 
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（2）第 2展望所 

 

展望台からの眺望は良好だが、広場/標高 41m からは既存樹のため眺望がきかない 

 

雨垂れの汚れや外壁の劣化が目立つ展望台の外壁 
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（3）第 3展望所～林間広場 

 
広場からの眺望は限られるが、波音が聞こえてくる第３展望所/標高 35m 

 

 

南隅から芦屋海岸方面を望む   北隅から洞山方面を望む 

 

第３展望所と第２を結ぶ園路は、幅員が広く階段の痛みも少ない。 
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サクラやクスの大木がとりまく、太陽光の届く貴重な林間の広場 

 

老朽化して倒壊寸前の東屋（計  3 棟） 

 

西側/第３展望所から広場に向かう階段 東側/芦屋釜の里方面から広場に向かう階段 

東屋 

茶室 
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５．現況評価 

 

  

第 1 展望所 
・マリンテラスから近く利用頻度も高い 

・芝生と大岩が特徴の大きな広場 

・周囲の樹木が低く明るく開放的な雰囲気 

・歌碑はあるが展望サインなどはない 

・第 2 展望所と異なりマリンテラス側からの存在感は低い 

第２展望所 

・標高が高く西に張り出した地形で展望に優れる 

・広場周辺の樹木が繁茂し空間の広がりが感じづらい 

展望台 

・展望台からの眺望は優れる 

 マリンテラス～芦屋市街地～芦屋海岸～地島～洞山 

・東側の展望は既存樹で阻害されている 

・建屋は堅牢だが汚れや剥がれがすすんでいる 

・周辺地域からのランドマーク機能も担っている 

林間広場 

・空に開けた林の中の貴重な広場空間 

・外周にはサクラやクスの大木が点在している 

・合計 3 等の東屋は老朽化が著しく危険である 

第 2～第 3 展望所 

・幅員のある長い階段は健全 

マリンテラス～第 1 展望所 

・幅員のある長い階段は健全 

・スロープが併設されベビーバギーや自転車が利用できる 

公園入口部 

・トイレがあり維持管理も行き届いている 

・階段脇には歌碑がありメタセコイヤが列植されている 

・海岸沿いのなみかけ遊歩道への動線も整備されている 

第 3 展望所～林間広場 

・階段の損傷が多く歩行が困難 

第１～第２展望所 

・幅員のある長い階段は健全 

・曲線区間で雨水による舗装材の流出が著しい 

第３展望所 
・北端にあり特徴に乏しい広場 

・標高が低いため波音も聞こえる 

・目前の洞山も、既存樹で展望に難がある 
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６．課題の整理 

 

 

既存の魅力を生かした新た

な魅力の創出 

魚見公園の既存の魅力は、立地を活かした海や芦屋町

全体を眺めることのできる眺望の良さである。また、

常緑樹が繁茂し、自然豊かな環境も大きな魅力であ

る。一方でこれらの魅力だけでは、観光客が訪れるこ

とは少なく、既存の魅力を底上げするような新たな魅

力（機能）整備を検討する必要がある。 

 

多世代が楽しむことのでき

る機能の導入 

現状の魚見公園では、マリンテラスあしやの利用者が

主なユーザーであり、年配の方が多い。しかし、魚見

公園が観光の新たな拠点となるためには、既存のユー

ザーだけでなく、多世代が楽しむことができる場所と

なることが望ましい。そのため、多世代が楽しむこと

ができる新たな機能を検討する導入する必要がある。 

 

維持管理にも考慮した動線

の整理 

魚見公園は、山の上の公園であり、現状尾根筋に園路

が整備されている。しかし、これらの園路は樹木によ

り鬱蒼としており、舗装もされておらず歩きにくい状

況である。また、新たな機能を整備するにあたっても

これらを定期的に維持管理しなければ、魅力を持続さ

せることは難しい。そのため、維持管理にも考慮した

動線の整理・再整備が必要である。 

 

ハード整備だけでなく、ソフ

ト施策の充実 

展望台や場所の整備などにより魅力が高まったとして

も、それを活用する視点が重要である。そのため、ハ

ード整備だけでなく、ソフト施策と連携した場所とな

るような整備が必要である。 

 

  



10 
 

７．整備方針 

（1）全体図 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

●第 1 展望所 

 誰でも遊ぶことができる展望広場 

●第 2 展望所 

 響灘を広角的に眺望できる展望広場 

●第 3 展望所 

 大自然を背景としたＳＮＳ映えする展望広場 

●管理用道路 

 維持管理に適した管理用道路の整備 

●既設園路 

 歩きやすいよう階段の整備 

 マリンテラスあしや～芦屋釜の里まで 

 つながる園路整備 

●林間広場 

 木々を植栽し、広々とした休憩広場 
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（1）第 1展望所 

【整備方針】誰でも遊ぶことができる展望広場 

・小さな子どもが遊ぶことのできる遊具を設置する。 

・日陰をつくるため、シェルターを設置する。 

・既存の自然岩をモニュメントとして活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 

３ 

２ 

４ 

１．展望テラス 

２．遊具広場 

４．カウンターベンチ 

３．シェルター＋縁台、ベンチ 

※イメージ 
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（3）第 2展望所 

【整備方針】響灘を広角的に眺望できる展望広場 

・既存の展望台を撤去し、眺望のため、円形階段テラスを設置する。 

・日陰をつくるため、シェルターを設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５ 
６ 

６．シェルター＋縁台、ベンチ 

※イメージ 

５．円形展望テラス 
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（3）第 3展望所～林間広場 

【整備方針】大自然を背景としたＳＮＳ映えする展望広場 

・海や洞山を背景にした撮影ができる展望所とする。 

・園路から展望所へつづく、スロープ状の展望台を設置する。 

・花木園は花木による園路空間を演出する。 

・林間広場は花木を楽しむことのできる休憩広場として整備する。 

 

 

 

 

 

 

７ 

８ 

９ 

９．花木園（赤枠部） 

※イメージ 

７．スロープ状展望台 

※イメージ 

８．展望テラス 

芦屋釜の里 


